
 

 

＜ニュースリリース＞ 

報道関係者各位                                 

2026 年 4 月 1 日 

 

AEAJ 設立 30 周年を記念し、 

1 年を通してさまざまな企画を実施 

 

公益社団法人 日本アロマ環境協会（略称 AEAJ、東京都渋谷区）は、2026 年 4 月に設立 30 周年

を迎えます。これを記念し 4 月 1 日に特設サイトをオープンするほか、年間を通じてさまざまな企

画を行います。私たちはこれまで精油を育む地球環境を守るとともに、自然の恵みである精油の力

を心身の健康に活かすアロマテラピーの普及に取り組んできました。30 年の歩みの先にあるこれ

からの時代においても、アロマテラピーの可能性を広げながら、人と自然が調和しともに幸せを感

じられる社会の実現を目指してまいります。 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://30th.aromakankyo.or.jp/ 

＜AEAJ について＞ 

公益社団法人 日本アロマ環境協会（AEAJ） は、内閣府に認定された、アロマテラピー関連で唯一の公

益法人。植物の香りを用いた「アロマテラピー」を通じて、自然の香りある豊かな環境の保全と創造、

人々の心身の健康増進に取り組んでいます。その一環として各種資格認定による人材育成の推進などを

展開しています。これまでの累計実績は、アロマテラピー検定合格者約 50 万人、アロマテラピーアド

バイザー認定者数約 13.7 万人、アロマテラピーインストラクター認定者数約 3.5 万人、アロマセラピス

ト認定者数約 1.3 万人など、多くの専門人材を輩出しています。（2025 年 3 月 31 日現在） 

https://30th.aromakankyo.or.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜AEAJ グリーンテラスについて＞ 
世界最大規模のアロマテラピー団体である公益社団法人 日本アロマ環境協会（AEAJ）が、アロマ

テラピーの魅力をより多くの方々に体感いただき、香り豊かな「アロマ環境」を守るための情報

発信を行う基幹施設として、2023 年 2 月にオープン。植物の恵みである精油がもつ力と可能性
を、さまざまなコンテンツを通してご紹介します。国産ヒノキの組積構造が印象的な空間は、建
築家 隈研吾氏によるもの。ここに集うひとびとの健康と快適性、そして未来の地球環境のため、
CO₂の削減や資源の循環、生物多様性などにも配慮しています。2024 年 1 月に、ウッドシティ
TOKYO モデル建築賞「最優秀賞」を受賞。 

 

 

 

 

 

 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 
アロマテラピーについての研究、アロマ関連情報をお探しの際はお気軽に AEAJ にご連絡ください。 
公益社団法人 日本アロマ環境協会（AEAJ） 
広報担当 E-mail: aeaj-pr@aromakankyo.or.jp 

＜協会概要＞ 

正式名称 公益社団法人 日本アロマ環境協会 

     Aroma Environment Association of Japan（AEAJ） 

設立   2005 年（平成 17 年）4 月 1 日＊1995 年 4 月 1 日に前進のアロマテラピー協会を設立 

所在地  東京都渋谷区神宮前六丁目 34 番 24 号 AEAJ グリーンテラス 

会員数  個人正会員 41,921 名／法人正会員 237 社（登録会員：1,562 名） 

＊2025 年 3 月 31 日現在 

 

＜活動内容＞  

アロマテラピーの健全な普及・啓発活動 

アロマテラピーの正しい専門知識を持った人材育成のため、アロマテラピーや植物に関する各種資格の認定

を行っています。また、アロマサイエンス研究所による学術調査研究の推進、精油ブランドを対象とした

「AEAJ 表示基準適合精油認定制度」の運営を行っています。 

       

アロマ環境の保全・創出に向けた活動 

植物とその香りの恵み、地球環境の課題を学び、豊かな地球環境を未来に引き継ぐための身近なエコアクシ

ョンについて学ぶ「環境カオリスタ検定」を実施。また、子どもたちに向けた香りの体験教育「香育」を推

進することで、豊かな感性や柔軟な発想力を育むとともに、人と植物の関わり、自然環境の大切さを伝えて

います。 

        

AEAJ 会員の活動支援・サービス提供 

「アロマテラピー保険制度」、アロマテラピーに関する仕事の求人情報配信、各種会員向けセミナーや

WEB メディア『sense of AROMA』での最新情報の記事閲覧など、アロマテラピーの活動実施のためのさ

まざまな支援を行っています。 

 

 


